
蚕繭解舒液特許改訂明細書

帯電防止性能が求められ
る光学ディスプレー分野

　テレビやスマートフォン、電子

広告や自動車などに不可欠な光

学ディスプレーは、多様化によっ

て今後も市場の成長が予想され

ます１）。関連部材ではさらなる高

機能・高性能化が求められてい

ますが、ディスプレーの大型化

に伴って静電気の帯電リスクが

増加、また、小型の高性能部材

では静電気が故障の原因になり

ます。通常、帯電防止性能を高

めるためには、帯電防止剤の添

加量を増やす必要がありますが、

樹脂自身の性能への悪影響が懸

念されます。

少量添加で  
帯電防止性能を発現

　エレクセルAS-110は当社独自

のアニオン構造であるFSI★をも

つイオン液体です 図1 。おもに

偏光板や光学用保護フィルムの

粘着剤向け帯電防止剤として使

用されています。

　 表1 は同じカチオン構造であ

るEMIｍ★をもち、アニオン構造

がTFSI★のイオン液体との物性

比較を示しています。

　エレクセルAS-110はEMIｍ- 

TFSIよりも、低 粘 度でイオン伝

導度が高い製品であることが確

認できます。低粘度であるため、

樹脂や溶剤への混ぜやすさが特

長です。

　 図2 は 粘 着 剤 用 途 で 一 般 的

なアクリル系ポリマーを使用し、 

エレクセルAS-110とEMIｍ-TFSI

による、帯電防止性能の比較で

す。エレクセルAS-110は少量添

加で帯電防止性能が発現するこ

とが 確認できました。前述した

イオン伝導度の高さが起因して

いると考えられます。少ない添

加量で済むため、樹脂性能への

影響が低い製品となります。

　今後も低粘度、低添加量での

帯電防止性能発現をキーワード

に、お客様の課題解決に取り組

みます。
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図1  エレクセルAS-110の構造式

外観※ 液体    液体

比重※ 1.44 1.52

融点(℃) -12.9 -16.2

粘度(mPa･s)※ 17 45.9

イオン伝導度(mS/cm)※ 16.5 8.4

※25℃での測定値

表1  イオン液体物性比較
EMIｍ-TFSI

(比較)エレクセルAS-110

・ ディスプレーの大型化により 
帯電リスクがさらに増大

・ 帯電防止剤の量は抑えたい

・ 少ない添加量でも帯電防止
・ 低粘度で加工が容易

光 学ディスプレー 分 野 の 課 題

case study

イオン液体「FSI」に注目
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Photograph for:

負野薫玉堂

負野が経営する線 香店の一角で商法
上の匿名組合として、ささやかな規模
での出発だった。向かって左手に特許

「シルクリーラー」の看板が見える。

Photograph for:

負野薫玉堂前の出荷風景

当時は馬車を使って出荷されていた。軒
下に積まれているのがシルクリーラー。
製造や出荷は人力が中心だった。

Photograph for:

販売代理店の木製看板

初期の当社販売代理店の看板。「特許
負野薫玉堂製シルクリーラー販賈所」
と書かれている。1910年に発売された

「美也光精錬剤」の文字も見える。

Product Information

ディスプレーの多様化に伴う
静電気の解決に

　 第 一 工 業 製 薬 の 工 業 用 薬 剤 の

ルーツと言えるのが、後に当社の創

業者の一人、中村嘉吉郎が発明し

た「蚕繭解舒液（後にシルクリーラーと

改称）」です。中村は群馬県の官営・

新 町 屑 糸 紡 績 所 の 最 新 鋭 工 場 で

実地研修を積んだ気鋭の技術者。

1887～8年頃、京都に創立された

第一絹糸紡績会社の技師長として、

京都帝国大学理工科学教授・吉田

彦六郎博士の指導を受け、1901年

11月に蚕繭解舒液を発明。当時、

絹糸紡績界の課題であった「なるべ

くセリシンを残して屑繭を紡績する

方法」に応え、特許を得ました。

　その後、中村は第一絹糸紡績会

社を退職。全国各地の染織工業試

験場で性能が認められた蚕繭解舒

液 の 生 産と販 売に乗り出し、従 弟

の負野小左衛門と、吉田博士の紹

介で知り合った小野茂平とともに、

1909年4月、匿名組合負野薫玉堂

解 舒 液 部 を 設 立します。これ が、

第一工業製薬創業の第一歩です。

　負野は西本願寺前で線香を商う

老舗「負野薫玉堂」の当主。自宅隣

に持っていた2軒の 借 家の 裏に10

坪ほどの空き地があり、ここに小屋

掛けをして工場としました。設備は、

大鍋をかけるカマドと原料を攪拌す

るすり鉢やすりこぎ
3 3 3 3

のみ。製造は線

香職人1名と支配人となった小野が

担当し、すべて手作業によって作ら

れていました。

帯電防止剤
エレクセルAS-110

第一工業製薬の原点「蚕
さん  けん  かい  じょ  えき

繭解舒液」

『第一工業製薬100年史』
2009年4月、創業100周
年を迎えた第一工業製薬。

「産業を通じて、国家・社会
に貢献する」を社是に歩ん
できた100年間がここに集
約されている。

かつて日本が世界一の輸出国であった絹糸。その原料である繭を洗う
工業用薬剤「蚕繭解舒液」の製造から当社の歴史は始まりました。

紡 糸 の 生 産 性を
大きく向上させる

「 シルクリーラー」
が生まれるまで

きっちり
問題を解決
します！
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★ FSI：ビス（フルオロスルホニル）イミド　★EMIｍ：1-エチル-3-メチルイミダゾリウム
★TFSI：ビス（トリフルオロメタンスルホニル）イミド
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図2
帯電防止性能
の比較
樹脂： 
アクリル系ポリマー 
膜厚：約20μm 
測定条件： 
20℃×65％RH

少量添加で表面抵抗率減少
（帯電防止性能が発現）

設計・製造に関わる技術者を
私たちが陰ながら支援します！
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